



Learn of near-miss in basic nursing education























































































1.　研究対象 : 看護学生 2 年次 58 名（当日
欠席者除く）。
2.　研究期間 : 平成 27 年 7 月～11 月
3.　分析方法

























第 2 段階 : ヒヤリ・ハットが発生している要
因、そのリスクを解決するために必要な知識
を学習した。
第 3 段階 : ヒヤリ・ハットが発生した原因か
ら、解決までグループで分析考察した。
第 4 段階 : 発表に向けて新たなグループ編成
（発表グループ）を行い、全員発表とした。







＊横線は病態学習グループ、縦線は発表グループである。A ～ F は個々のメンバーである。
第４２巻短大紀要表と図（下川原久子）
1 
事例／学生（人） A B C D E F 
事例１ A B C D E F 
事例２ A B C D E F 
事例３ A B C D E F 
事例４ A B C D E F 
事例５ A B C D E F 











病態学習 GW の効果（136 項目）と（2）発




トの関連性（45 項目から 4 項目に集約）、
② 知識の深まりの実感（38 項目から 5 項目
に集約）、③ 協力性と意欲の高まり（36 項
目から 4 項目に集約）、④ GW の課題（17
項目から 5 項目に集約）であった。カテゴリー
（2）発表 GW の効果では、① まとめ方の気
づき（20 項目から 3 項目に集約）、② 情報
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